	主題名
	あいさつの大切さ
	内容項目
	礼儀　2－(1)
	4月

	資料名
	1　心をつなぐあいさつ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　時と場をわきまえて，礼儀正しく真心をもって，人と接しようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　礼儀の基本はあいさつからはじまると言える。その根本には「あなたは敵ではない」との意味が込められている。したがって，学校生活や社会生活を送る根幹にあいさつが重要視される。逆に，あいさつ一つで人間関係が崩れる事例もまま見受けられる。

　本資料では，母とのいさかいで気持ちの整理できないまま登校した主人公が，いつもの交通指導員から「スマイル！」と声を掛けられ，反省するとともにあいさつの素晴らしさを実感し，実践しようとする話である。自他の人間関係の根本に，礼儀正しく真心をもって人と接する心情の育成を願いつつ，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①日頃のあいさつを振りかえる。

　○普段どのようなあいさつをしていますか。

　○そのようなときに，心の中では何を考えていますか。

②資料「心をつなぐあいさつ」を読み，話し合う。

　○美香はどのような思いで委員会に入ったのでしょう。

　○指導員のおじさんに「スマイル！」と言われたときに，主人公はなぜ『はっ』としたのでしょう。

　◎美香が『わくわくした気持ちで学校へ向かった』のはなぜでしょう。

　○主人公の翌日のあいさつ運動の様子をノートにまとめましょう。

③これからの自分のあいさつを考える。

　○明日からのあいさつは，どのようにしたいと思いますか。

④教師の説話を聞く。
	・日常でのあいさつの仕方は，相互の人間関係によってさまざまであろう。だが，相手のあいさつの仕方でとても嬉しく感じたとき，逆に不愉快に思ったときの経験等を想起させることも導入段階で意味があろう。「親しき仲にも礼儀あり」をここではしっかり押さえておきたい。

・主人公の状況などを簡単におさえる。

・「学校中を笑顔でいっぱい」は素晴らしいことである。だが学校全体を考えて行動する児童は稀であろう。美香はその点，高学年意識が高いと言える。

・今朝の美香は母のことで心がいっぱいである。一方，指導員が美香の変化に気付いている。その象徴が「スマイル！」であり，おじさんの一言の意味と自分のあいさつとの違いを心から実感したのであろう。真のあいさつは，人を元気に笑顔にしていけるものだと納得している。

・あいさつの意味を実感し，納得した行動の表れである。

・心が晴れ晴れした美香の気持ちや，相手の心に響くあいさつ運動の理解を表現した子どもを評価する。

・ほんの些細な言動にこそ人間の真意が表れる素晴らしさや怖さを出させたうえで，さまざまなアイディアを具体化するとよい。その根底に他者を尊重する気持ちを確認させることも大切である。

・今までの自分を振り返り，自分を見つめることで価値を自覚させるとともに，教師の経験に基づいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために

・礼儀に対する『○○運動』の真の意味を十分汲み取る構えを育てることが重要である。

・諸外国や他民族のあいさつの文化や習慣・風習をネット情報等で調べる時間も必要である。


	主題名
	美しいものを大切にする心
	内容項目
	敬けん　3－(3)
	4月

	資料名
	2　きじばとの親子
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　美しいものに感動する心や，人間の力を超えたものに対する畏敬の念をもとうとする態度を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　一般的に「道徳」というと，人間の問題と考えられている。しかし，その人間存在の根底に自然がある。人間を超えた存在として，自然を考えざるを得ない。

　自然の美しさや人間の力を超えた力に謙虚に畏敬の念をもつことは，人間としての道徳をより豊かで奥深いものにしてくれる。

　したがって，自然の美しさや人間存在を超えた力について，子ども自身がふれて，考えることが大切である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①美しいものに感動した体験を発表する。

　○自然の中での美しいものに感動した体験を発表する。

②資料「きじばとの親子」を読んで話し合う。

　○二人の足は，なぜ巣の方に向かったのでしょう。　

　

　○ひなが，母鳥のミルクを飲んでいる様子を見て，どんなことを思ったでしょう。

　

◎体の震えが止まらなかったのはなぜでしょう。

③弟は，どんなことを考えながら，きじばとの親子を見つめていたのでしょう。
④生命の不思議さ，畏敬の念について，ノートにまとめる。
	・さなざまな体験を自由に発表させる。その中から，自然に関する感動体験にしぼり込み，子どもの意識を自然界の感動体験に向けさせる。

・兄弟の心の動きに注目して読ませる。

・自然や動物を愛護しようという兄弟の心情をおさえ，わらびとりの生態学的意味には深入りしないようにする。

・母鳥のミルクを飲んでいる様子を見て，どんなことを考えたかに注目させる。また，なるほどと感じたけれども，それだけではすまされないものを感じたところに焦点をあてる。

・体の震えが止まらない理由について，深く考えさせる。

・大自然における生への厳しい摂理を十分とらえさせる。

・弟の心も感動や残酷さを感じ取っていたことに気づかせる。

・「自分には，こんな厳しい人間関係があったか」など，人間を超えたものとのかかわりを通して自己を振り返り，自己の生き方を再考させる。

・生命の不思議さについて，ノートにまとめる。

・『野生のエルザ』などの説話を示して，ねらいとする価値を拡大し，実践への意欲づけを図る。

	クリエイティブな授業をするために
・親の協力を得て，命の伝達の証（例えば，へその緒）などを見せてもらう。
・帰りの会などを活用し，自分が親だったらを想像してみる。


	主題名
	希望を求めて
	内容項目
	希望・勇気　1－(2)
	4月

	資料名
	3　パンドラの箱
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　より高い目標を立て，希望と勇気をもって，くじけないで努力しようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　つらく苦しいことに出会っても，心の中に「きっと，だいじょうぶ。できる。」と言う声があれば，わたしたちは生きていくことができる。この声を「希望」というのならば，まさに「希望」とは生きる力である。

　また，自己を信じて生かそうとする心の営みの中にこそ，希望が生まれてくることを感得させ，自らを高めて行く力を培いたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①ギリシャ神話についての説話を聞　く。

②資料「パンドラの箱」を読んで話し合う。

　○少しくらいならと箱を開けるパンドラは，どんな気持ちだったでしょう。

　○箱から恐ろしい悪魔たちが出てきたとき，どんな気持ちだったでしょう。

　

　◎箱から，最後に「希望」が出てきたとき，どんな気持ちだったでしょう。

　○「おそれ」や「憎しみ」は，なぜ悪魔なのでしょう。
③人間がこの世で生きていくことの重さ，大切さをノートにまとめる。

④教師が今までに苦労したことやうれしかったことなどを話して聞かせる。
	・ギリシャ神話では，神様や人間が自由奔放に描かれている。パンドラもその一人であることを知らせる。

・開けてはいけない箱を，初めは開けないでいたが，だんだん開けたくなる気持ちに共感させる。

・資料を開いた直後の子どもたちは，しばらく沈黙することが予想されるが，このときこそが資料に自分を関与させる貴重な時間なので，大切に扱う。

・開けてしまったときの驚きや悪魔の恐ろしさ，取り返しのつかなさをおさえる。

・「退屈」とは，充実した生き方とは逆のときに起きるものであり，退屈なときには，希望や生きる喜びなどは見いだせないことに気づかせる。

・パンドラの箱が，実は自分の心であったことをとらえさせる。

・希望が出ることによって救われるパンドラの気持ちは，一人ひとりの子ども自身の気持ちであることをおさえる。
・自分にとっての悪魔とは何かを考え，希望にかかわる自己の体験を問い直させる。

・一人ひとりが今まで生きてきた尊さを，自覚させる。

・「希望」と「生きる力」について考えさせる。


	クリエイティブな授業をするために
・人間の心の中の悪魔の例をあげ，その理由を話し合う。
・帰りの会などを活用し，今の自分の希望を実現する手立てを想像してみる。


	主題名
	生命の大切さ
	内容項目
	生命尊重　3－(1)
	5月

	資料名
	4　愛のリレー
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　生命がかけがえのないものであることを知り，自他の生命を尊重しようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　生命尊重とは，人間が生命を保持しつつ，人間としてよりよく生きようとする態度そのものである。

　自己自身の生命のすばらしさ，かけがえのなさを自覚することが，ほかの人の生命，特に，人格を尊重することへとつながる。このことが「自他の生命を尊重する」ことである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①事故の悲惨さ，怖さについて，体験発表する。

②資料「愛のリレー」を読んで話し合う。

　○「愛のリレー」の救出順序を図にまとめましょう。

　

　○巡視船に林さんを移すのに，何が問題なのでしょう。　

　◎たった一人の生命を救うため，どうしてこんなに大勢の人が協力したのでしょうか。

③なぜ，最初にヘリコプターが来なかったのかに注目させる。

④生命より重いものはないことを，最後にまとめる。　


	・最近起こった，遭難に関する写真や新聞の切り抜きを用意しておくと，より効果的である。

・あまりにも切迫感のあるものは，重く受け止めない。
・それぞれの立場の人が，命の尊さのために努力している姿を実感させる。

・人々の努力の結果が，一つの命を救ったことをおさえる。

・海上での救出では，波とたたかわねばならないこと，もし夜間であったら，さらに困難さが増すことなどを補説する。

・人命救助は多くの人々の協力で可能になる。自分だけの力ではどうにもならないことがあることを考えさせる。

・家族の一員が病気やけがをしたとき，みんなはどのように対応していたかを想起させ，多くの人とかかわって生きていることに気づかせたい。

・人命救助におけるヘリコプターの出動は，そう簡単ではないことを知らせる。
・「生命は地球よりも重い」ことをおさえる。

・生きていることの大切さや，生きる意味について一人ひとりに深く考えさせる。

・これからの生活で気をつけることを考えさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・避難訓練のときなど，学んだことを振り返る。
・どんなことがあっても命を無駄にしないことを話し合う。


	主題名
	誠実な心
	内容項目
	正直・誠実，明朗　1－(4)
	5月

	資料名
	5　花ぬす人
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　誠実に，明るい心で，楽しく生活しようとする態度を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　自分に対する誠実さが失われると，必ず表情はくもり，心も暗くなってしまう。やましいことがなく，自分に誠実であれば，日々は明るくいきいきとしたものになり，充実したときを過ごすことができる。

　他者に対しての正直さもさることながら，自己への問いかけの精神を常にもち続けようとする誠実さを養いたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①つい，うそをついてしまった教師の体験を語る。　

②資料「花ぬす人」を読んで話し合う。

　○おばさんの具合を本当に心配する幸ちゃんの気持ちについて，考えてみましょう。

　○お見舞いに来て，花を飾ってもらうとき，おばさんはどんな気持ちでいたでしょう。

　◎幸ちゃんは，お小遣いを増やしてくれないお母さんをどう思ったでしょう。

③「お母さん，わたし……。」の後に，幸ちゃんは何を言いたかったのかを考える。

　○この後のことをワークシートに書いてみましょう。

④みんなが幸ちゃんだったらどうした

　か，ノートにまとめる。
	・教師もうそをつく，うそをつかねばならない弱さをもっていることをわからせる。

・おばさんがお見舞いのときの花をとても喜んでくれるので，ついきれいな花を持ってきてあげたいと思う幸ちゃんの気持ちに共感させる。

・心のこもった行いは，相手の心を開き，相互に交流し合えることを確認する。

・お母さんに，小遣いの使い道を言って，値上げしてもらうことも考えさせる。

・ロールプレイでの表現も工夫する。

・実際の幸ちゃんは泣いてしまい，何も言えないかもしれない。早急な結論や安易な記述はさせないよう支援する。

・花を盗まないで病気見舞いをするにはどうしたらよいか，の視点から考えさせる。

・おばさんの本当の気持ちから考えさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・自然の中の動植物の値段について，環境教育の観点から考えさせる。
・池や川，海でとれる魚の本当の値段を話し合う。


	主題名
	気高い勇気
	内容項目
	希望・勇気　1－(2)
	5月

	資料名
	6　コルベ神父の勇気（1）
	出　　典
	立石喜男　　　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　より高い目標を立て，希望と勇気をもって，くじけないで正しいと思うことを貫き通そうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　人間の歴史の中には，人間を狂気の世界へと追いやる戦争が幾度となく起こっている。

　人間を人間と思わないような収容所とは，どのようなものなのか。また，「いちばんおそろしいのは，毒ガスでも，うえでもなく，わたしたちの心がけだものになってしまうことです。」という考えから，勇気を振り絞って人間の尊厳を守っているコルベ神父の心を考えさせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①第二次世界大戦時のアウシュビッツ　などの収容所について説明する。
②資料「コルベ神父の勇気」を読んで話し合う。

　○「心がけだものになる」とは，どういうことなのでしょう。

　○若者の「死にたくない」という気持ちを考えてみましょう。

　◎コルベ神父の身代わりを，若者はどのように受け止めたでしょう。

③コルベ神父と若者の命は同質かを，十分検討する。

④本当の勇気とは何かをノートにまとめる。


	・第二次世界大戦時のドイツ軍の戦争犯罪をおさえておく。

・コルベ神父が，戦前，長崎で神父をつとめていたことを話すと，より身近な存在として感じられる。
・心の豊かさが心の充実を生み，希望の灯火をともし，人生を支えることに注目させる。

・ここでは生命の尊さよりも，人間本来の生きようとする力に着目させたい。

・自分だけは生き延びたい，という若者の心情は自然に受け止めたい。むしろ，その場を切り抜けた後に，若者をおそうであろう後ろめたさや，生への苦しみに気づかせる。

・コルベ神父の言動には，人間愛に貫かれたより深い決意があったことを理解させる。

・身代わりになった者と，生き長らえた者とはどちらがつらいか，立場を変えてみることで，コルベ神父の言動を再考してみる。また，強い信念をもった人間はいかに強いか，という点についても考えさせたい。
・自分にできる勇気を取り上げる。

・いじめを許さない勇気など，日常生活の面から取り上げる。

・ほかを思いやる社会正義と人間愛に基づく勇気ある行動が，自分たちの身のまわりについてもいかに大切かということについて考えさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・人間はなぜ戦争を繰り返すか，みんなで話し合ってみる。

・人間の勇気で戦争を避けることができるかを話し合ってみる。


	主題名
	気高い勇気
	内容項目
	敬けん　3－(3)
	5月

	資料名
	6　コルベ神父の勇気（2）
	出　　典
	立石喜男　　　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　美しいものに感動する心や，人間の力を超えたものに対する畏敬の念をもとうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　人間は科学技術の進歩向上により，すべてが可能だとの錯覚を起こしがちである。しかし，人間の力を超えた体験は畏敬の念に通じる。それは大自然や宇宙の神秘かもしれない。だが，人間の行為も，崇高であればあるほど人間の傲慢さを抑制するはたらきがあり，謙虚に自己を見つめることができる。感動に身を横たえたときの自己吟味が真理をとらえ，次の飛躍へのステップとなるのである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①教師の説話や近代戦争の問題点など　について説明する。
○かつて，戦争は戦闘員どうしの戦いで，一般市民がまき込まれることは少なかった。しかし近代になって市民も巻き込まれ犠牲者が続出したこと，これが大きな問題点。

②資料「コルベ神父の勇気」を読み，ガイオニチェックの心情について話し合う。

　○助かりたいガイオニチェックは，この戦争をどう思ったでしょう。

　◎どうして，ドイツの収容所長は身代わりを認めたのでしょう。

　○コルベ神父は，人間の命をどのように考えていたのでしょう。想像をめぐらせてみましょう。

　○助かったガイオニチェックは，その後，どのようにこのことを考えたでしょう。

③コルベ神父の行為，ガイオニチェックのその後の生き方を考え，あなた自身の生きる意味や目的を考え，ノートやワークシートに記入し，本時の学習をまとめる。
	・近代以前は戦闘員どうしの戦いだったが，近代は非戦闘員もまき込まれての全面戦争であること，同時に悲惨さも増大したことに留意する。

・アウシュビッツはポーランド南部の工業都市。第二次世界大戦中，ドイツ軍の強制収容所ができ，ユダヤ人をはじめとしておびただしい数の人々が虐殺された。その数は，400万人ともいわれる。
・近代戦争のもつ悲惨さ，不合理性について十分理解させ　る。

・両者とも抹殺することもできたのに，コルベ神父の奇跡がここにも現れていた。

・どの人間も命の重みは同じとの考え方。

・人間の行為の中にある崇高さを知り，奇跡の語り部，愛の証人になろうとしたことを類推する。
・極限状態の後で，生きる目的の本質が見え，崇高なもの，敬けんや畏敬の対象となる誇り高い生き方に近づけるよう努力する大切さをつかむ。


	クリエイティブな授業をするために
・『夜と霧』（ヴィクトール・E・フランクル著）を帰りの会などを活用し読み聞かせる。
・杉原千畝の命のビザなどの課題を出す。


	主題名
	殻を破る態度
	内容項目
	創意・進取　1－(5)
	5月

	資料名
	7　エンドレス百瀬
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　真理を大切にし，進んで新しいものを求め，工夫して生活をよりよくしようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	生活をよりよくするため，その妨げとなっているものを新しい考え方で解決しようとすることが「創意工夫」である。また困難をおしきって自ら進んで取り組もうとすることが「進取」である。さらに変化の激しい時代にあって，自分自身を高めるには柔軟な思考力とどこまでも課題を追求する粘り強さが必要である。その根底に殻を破る態度を核とした創意・進取の気風の態度化が重要であり，そのことが豊かな発想の原点となる。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①古い殻を破り新しい考えやアイディアを出したときの体験を発表する。

○今までのきまりきった殻を破り，新しい考えやアイディアを出したとき，どんな気持ちだったでしょう。

②資料「エンドレス百瀬」を読んで話し合う。

○「やってみせます。」と言いきった百瀬の気持ちを考えましょう。

◎チームの話し合いが毎日続いたときに，みんなの気持ちはどんなだったでしょう。

③「エンドレス百瀬」というあだ名に込められた，人々（百瀬本人）の思いや願いを話し合う。

○「エンドレス百瀬」というあだ名には，どんな思いや願いが込められていたのでしょうか。

○百瀬の健康を気づかう家族の気持ちはどんなだったでしょう。

④古い殻を打ち破るときの一番の困難な点は何か，ノートにまとめる。

○古い殻を打ち破るとき，一番難しい点はどんなことでしょう。ノートに書いてみましょう。
	・古いしがらみを打破する厳しさが子どもから出るとよい。

・導入なのであまり深入りしない。

・子どもの発言を生かして，ねらいとする価値への方向づけをしたい。

・自信があったのか，単なる希望を表明したのか，それとも青写真が用意されたかで論議してもよい。

・すべてをあることに集中する気持ちを考える。

・「やる前からできないなどと言うのは，やる気がないしょうこだ！」と言う百瀬の言葉が若手に与えた影響もおさえたい。

・ゴールではなくエンドとした意味を大切にする。

・一つを解決すると次の課題が見えてくる。それが喜びか，それとも苦痛かを判断する。

・それぞれの家族の気持ちも考えるとよい。

・自分の内部の甘えの構造に気づくとともに，反省を加えつつよりよい明日からの生活へと発展させたい。

	クリエイティブな授業をするために
・どうしたら古いものを打ち破れるか，みんなで話し合う。
・若さの正体と先生との世代間のギャップについて，帰りの会で話し合う。


	主題名
	規範意識の検討 
	内容項目
	規則の尊重　4－(1)
	6月


	資料名
	8　ほのぼのテスト
	出　　典
	永崎一則作『運転士と車掌の思いやり』5年
	

	ねらい
	　公徳心をもって，法やきまりを守り，自他の権利を大切にして，進んで義務を果たそうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　法やきまりは，堅苦しく面倒なものというイメージがつきまとう。しかし，よく考えてみると，個々人が自己の気の向くままに行動すれば，当然，他者や集団・社会との衝突が起こり，調整や，ときには制裁が必要となる。
　人は社会を形成して生存しているので，さまざまな約束ごとや規則，法律が必要となる。

　しかし，ただ法や規則に従えばよいのではなく，その意味を考え，理解し尊重することが求められる。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①規則を守った，守らなかったで，うまくいったときの体験を発表する。

②資料「ほのぼのテスト」を読んで話し合う。

　○慌てて乗り込んできたおじいさんに対して，乗客たちは，どんな感じをもったでしょう。

　○台町に止まらないことを知らされたおじいさんは，どんな気持ちだったでしょう。

　

◎ブレーキテストを知らされたおじいさんは，どんな気持ちだったでしょう。

③車掌さんは，運転士さんに何をささやいたのかに注目させる。

　○車掌さんは，運転士さんに何と言ったのでしょう。

④車内の雰囲気が，ブレーキテスト後にどう変わったか，ノートにまとめる。
	・ただ単に規則どおりにしていればよいのかを問いかける。

・自分にとって，規則がプラスにもマイナスにもなるはたらきをしっかりとつかまえさせる。

・自分の立場を決めて，その視点から資料をとらえなおし，理解を深めさせる。

・おじいさんを降ろすわけにはいかない，困った状況を把握させる。

・安易な同情は，急いでいる人を困らせるなど，結局は自分たちの不利益にもつながる。また，一度例外をつくってしまうと，例外が例外をよび，きまりそのものが崩れてしまうことも，しっかりとおさえる。

・降ろせないおじいさんをどうするのか，困った車掌に共感させる。

・車掌さんの，運転士への耳打ちに解決の方法があることを感じ取らせる。

・バスに乗っている人，次の停留所で待っている人など，乗客のためのきまりが定められていることをつかませる。

・人間のもつ知恵やウイット，ユーモアの大切さと，それを支えている人間本来の在り方を考えさせる。
・法やきまりは，本来は弱者の視点で作るべきもの。

	クリエイティブな授業をするために
・てんびん座の神の姿から，昔の人の正義を考える。
・エジプトのアマトや魂の裁判の世界観を子どもとともに考える。


	主題名
	支え合って
	内容項目
	勤労，社会への奉仕　4－(4)
	6
月

	資料名
	9　青い海を取りもどせ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　働くことの意義を理解し，社会に奉仕する喜びを知って公共のために役立とうとする心情を培う。

	主題設定
の理由
	　国民の三大義務の一つに「勤労」がある。それほど人間にとって働くことは重い。したがって本時では，成人に課せられた「個性の発揮」「社会連帯の実現」「生計の維持」である職業を意識し，その基礎となる勤労の意義を知ることや公共心を培うことが重要である。昨今，勤労観や公共心を培う「道徳」が注目されているが，このことは同時にキャリア教育の基礎としての意味付けが大切である。

　本資料は，2009年設立の「サーモンスイム」が2011.3.11の東日本大震災によって荒れた海を元の青い海にもどそうとする貴重な活動を示したものである。地元漁師とダイバーとの軋轢等を越えて活動する姿は，働く意義を児童に教示できると思い，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「サーモンスイム」の活動について振り返る。

　○サケの遡上の別途資料について感想を発表しましょう。

②資料「青い海を取りもどせ」を読んで話し合う。

　○漁師とダイバーは同じ海のプロ同士ですが，どこが違うのでしょう。

　○なぜ佐藤さんは，がれきの撤去に取り組んだのでしょう。

　◎「絆」の生まれた理由は何だっただろう。

　○大船渡の海はよみがえりつつありますが，その理由をノートにまとめましょう。
③これからの自分を考える。

　○働くことの大切さを知るための教師の説話を聞く。
	・森・川・海のつながりを体感し，そこにある人々の生活に触れるプログラム開発を目的とした「サーモンスイム」は，2009年にスタートした。サケの遡上はその土地の人々の希望となっており，活動概要をまとめておくとよい。

・東日本大震災や佐藤寛志氏についてもある程度まとめておくとよい。

・魚介類の捕獲を職業とする立場と，海や魚介類の観察・保護を中心とした立場の違い。だが実際には漁師にとってダイバーは密漁者との誤解もある。

・がれき類はサケの遡上に有害だった。しかし佐藤さんたちはその真摯な態度により，漁師たちに徐々に信頼されていった。信頼を勝ち取るまでの苦労や苦しみ，軋轢などは想像を絶するものがあっただろう。

・たくさんのダイバーの参加と，彼らの行動実績や真面目に働く姿に，漁師たちの固い心が溶けていったのであろう。

・佐藤さんの働く姿に惹かれた人々の力の成果が少しずつ表れたなどと，まとめた子どもを高く評価する。

・大船渡の海の復活は，東日本復活の一つの原動力となることが注目され，今後もボランティアなどの増員が期待される。

・今までの自分を振り返り，働く姿こそが尊いなど，勤労観や奉仕の心を高めることで価値を自覚させるとともに，教師の経験に基づいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・委員会活動や学級でのグループ活動等による仕事を進めることで，勤労観や奉仕の心を培うことが重要である。時には意にそぐわない仕事に取り組むこともあろうが，仕事の内容や意義を丁寧に検討・吟味することによって，単なる作業礼賛の形式的指導に終わらないように留意しなければならない。学級活動や他の教育活動等の連携も大切である。


	主題名
	自然への畏敬の念
	内容項目
	自然愛　3－(2)
	6
月

	資料名
	10　「ニッポニア・ニッポン」のまう空
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　自然の偉大さを知り，自他の生命を大切にしようとする心情を育てる。

	主題設定
の理由
	　人は時として自然に手を加え，都合よく変化させる。海や川，陸，動植物の姿形を変化させ，平然と利用する。科学の進歩という美名の下で称賛すらしながら…。だが大自然は，人を寄せ付けぬ偉大さを持ち，時には自然災害というしっぺ返しをも生じさせる。人の所業など所詮，大自然の前では無力である。大自然と人とは一体であり，その力をお借りするという謙虚さや慎みが何よりも欠かせない。

　本資料は，佐渡のトキに生涯を捧げた故近辻宏帰氏のエピソードであり，氏の生き方・考え方を巡ってトキの人工繁殖や自然回帰，佐渡の人々の努力の足跡等をまとめたものである。それらを通して真の自然愛を深めたいと願い，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①故近辻宏帰さんやトキ保護センターの活動等について振り返る。

　○近辻さんやトキ保護センターについて感想を発表しましょう。
②資料「『ニッポニア・ニッポン』のまう空」を読んで話し合う。

　○なぜトキは「ニッポニア・ニッポン」

と命名されたのでしょう。

　
○人工ふ化に成功したときに近辻さんはどのように思ったでしょう。

　
◎トキを野生に復活させるにはどのような問題があったのでしょう。

　
○近辻さんの「トキを信じていますから。」とは何を言いたかったのでしょう。ノートにまとめましょう。

③これからの自分を考える。

　○「自然愛」を理解・納得するための教師の説話を聞く。
	・中国から贈られたペアのトキの人工繁殖に国内で初めて成功した時の近辻宏帰氏の喜びなどを自由に発表させるとよい。また氏の活動については秋篠宮等皇族達もさまざまに援助していた。

・日本の国鳥はキジであるが，トキは明治初期まで日本各地に舞っており，その羽の色は朱鷺色(ときいろ)とされ，日本女性の肌の色として人気が高い憧れの色であった。それを佐渡で復活させようと近辻宏帰氏は文字通り苦労を重ねたのである。新潟県「県鳥」，佐渡市，輪島市の「市鳥」。

・歳月を重ねた努力がやっと実った喜び。だがこれからが勝負である。

・時には，トキ絶滅の責任を負わねばならない苦しさもあった。

・棲みかとなる森，餌場の田圃，土作りや有機栽培推進など皆で自然をトキの生育場所として守らなければならない。「自然愛」の精神が重要である。

・「自然愛」に対する信仰に等しい理念。

・なかには，『トキが繁殖すればいいのか?』の疑問をもつ子どももいよう。大循環としての自然に立ち返り，自然愛の「愛」の意味に注目させるとよい。

・尊敬に溢れた表情だった…とおさえたい。

・科学史などのエピソードにより，今までの自然観を振り返り，自分を見つめることで価値を自覚するとともに，納得する場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・多くの科学者や錬金術師などの歴史的資料を見聞きする機会を設け，自然愛の心を発見することによって実践行動に移す。時には宗教と科学の対立などを通し，自然愛のアプローチをすることも大切である。しかし科学者・哲学者は，もともと宗教家と同じ立場であり，神の御業を事実や自然現象の中から見出そうとした人々である。

・理科や保健，他の教育活動などの時間の活用も大切である。


	主題名
	信頼を求めて
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)　　　　　　　
	6月

	資料名
	11　ぼくの中の他人　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	互いに信頼し，学び合って友情を深め，男女仲よく協力して助け合おうとする心情を育てる。

	主題設定

　理由　　　　　　　　　　　　
	　信頼とは相手を信用し頼りにすることをいう。ここでの信用とは，「悪いようにはしないだろう」という消極的な人間関係を指すのではなく，「自分の味方になってくれる」といった積極的な意味で解釈できる。その信頼の前提に①社会関係や社会制度のなかで出会う相手が，役割を遂行する能力をもつとの期待，②相互作用の相手が信託された責務と責任を果たすこと，またそのためには，場合によっては自分の利益より他者の利益を尊重する義務を果たす期待，があげられる。 

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①転入生によって，学級の雰囲気が変

　わった事例について発表する。

②資料「ぼくの中の他人」を読んで話し合う。

　○ゆう君はどんな人だったか，まとめましょう。

　○ひろ君の周りに人が集まるようになったときの，ゆう君は，どんな気持ちだったでしょう。

　○ひろ君の明るさは，どこからきているのでしょう。

　◎「ぼくの中の他人」のぼくは，なぜあばれ始めたのでしょう。

③「ぼくの中の他人」は，どんなぼくなのかを考える。

　○「ぼくの中の他人」は，どんなぼくなのでしょう。ワークシートにまとめましょう。
（ゆうくんの今の気持ちをまとめ，どうすればよいかを考えさせてもよい。）
④先生の説話を聞く。
	・転入生が入ってきた経験が全くない場合には，教師が語

　る。　

・転入した子どもの経験も出させるとよい。

・①クラスの人気者のゆう君，②人気者の座を取って変わられたゆう君，③ひろ君の話に加わりながら心がちくちく，の三つの場面をおさえる。

・「……自分の人気を取られたような気がしてきて……転校してこなければよかったのに……。」など，子どもたちの発言は，日常の自分の姿を振り返ったものであり，ゆう君の姿を借りて，自分の思いをぶつけるものである。
・ゆう君の気持ちの推移を，他人のぼくの目を通してねらいに迫る。例えば，「ぼくの中にも，もう一人の自分がいて，思わぬできごとを引き起こしたり，逆に自分の行動を規制していること」などを提起して，引き裂かれた自分に目を向けさせる。

・ゆう君ばかりに視点をあてないで，ひろ君の置かれている状況や立場からも考えるとよい。


	クリエイティブな授業をするために
・「強い自分，弱い自分」「やさしい自分，怖い自分」などを想定して考える。
・幼稚園のときをふりかえって，今の自分と比べながら自己の成長を考察させる。


	主題名
	思いやりの心
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)
	7月

	資料名
	12　列車の中で
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　だれに対しても思いやりの心をもち，相手の立場に立って親切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　思いやりは，自分自身が生活する場所において，日常だれしもがもつべき人間らしい心である。それは，よく知っている特定の人たちだけでなく，おりにふれて接するさまざまな人に対しても，一様にはたらく心の動きである。安易な同情でなく，真に相手の立場に立って，相手との人間的な心の交流が基盤にあることが望まれる。

　思いやりは，優しい心の動きであるとともに，鋭い洞察力も必要なのである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①乗り物で，席を譲った事例を発表す　る。

②資料「列車の中で」を読んで話し合う。

　○車内の様子は，どんなだったでしょう。

　○横浜駅で，だれが乗ってきたでしょう。

　○兄は，どんな行動をとったでしよう。

　○兄の疲れの度合いは，どこで判断したらよいのでしょう。

　◎兄のどういうところが立派だと，ぼくは思ったのでしょうか。

③「どうしようか。」と思ったときの，ぼくの気持ちを考える。

　○「どうしようか。」と思ったときの，ぼくの気持ちを考えてみましょう。
④本当の親切，思いやりについてノートにまとめる。
	・譲った立場，譲られた立場の両方からの事例を発表させたい。なぜならば，思いやりや親切は，お互いの心にはたらくものだからである。
・列車は満員で，車内はだんだん暑くなってきた。

・五歳くらいの女の子の手を引き，赤ちゃんを背負って，大変な様子である。

・勉強や水泳部の合宿での兄の疲れをおさえておく。また，若い母親やその子の表情から，疲れている様子を把握させる。

・兄のはっきりした声，さっと立った兄の態度，水泳部の合宿で疲れている兄などとともに，兄が相手の若い母親と連れの子の状況を見ていて，その様子から判断し，行動したところに着目させる。

・代償を求めたり，相手を哀れんだのではなく，相手の立場と一体となって共感し，思いやりの行為として席を譲ったのだということを，しっかりととらえさせる。

・連れの女の子の様子から，ぼくの気持ちを考えさせたい。
・真に相手の立場に立つこと，単なる同情とならないこと，人間関係が共感的となることなどをおさえておく。

	クリエイティブな授業をするために
・相手のために心を動かすことが快いと考えるかどうか話し合ってみる。
・思いやりの相手は，どのような相手だと想定しているか，みんなで話し合ってみる。


	主題名
	パソコンの光と影
	内容項目
	社会的役割と責任　4－(3)
	7月

	資料名
	13　便利だけど　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	


	ねらい
	　役割を自覚し，主体的に責任を果たそうとする心情を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　人はさまざまな人や社会とのかかわりのなかで互いに支え合いながら生活している。そのなかで自らの役割を自覚し，進んで責任を果たすことは，国民的資質の基礎となる。
　パソコン（ＰＣ）の発展に伴って，子どもたちの社会は大きく広がっている。しかし，媒体を通してのつながりのため，社会とかかわっているという自覚は希薄である。そこで，ＰＣの活用においても自らの役割を自覚し，責任を果たそうとする意識を培いたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①PCの便利な点，困った点を発表する。

②資料「便利だけど」を読んで話し合

　う。

　◎PC を上手に使うにはどうすればいいでしょう。

　○よい点は何でしょう。

　○問題な点は何でしょう。

◎PCはどんなことに気をつけて使えばいいでしょう。

③「便利だけど」に続く言葉を考えよう。

　○「便利だけど」に続く言葉をワークシートに書いてみましょう。
④教師の説話を聞く。
	・あらかじめアンケートを取り，データをまとめ貼付するなどするとよい。

・一種の百科事典であり，サイトを開くキーワードの組み合わせなどを工夫すれば精度に差はあるものの，大量の知識を得ることができる。学習に活用できるし，メールも出せるなどの利点があることをおさえるようにする。
・信頼できない情報や確信のもてない情報を閲覧することは避け，他人あてに流すことも厳に慎まなければならないことをおさえる。情報倫理の大切な観点である。
・インターネット，メールの匿名性がもつ問題点についてもふれるようにする。

・文部科学省では「学校裏サイト」問題について，2008年1～3月に調査したデータでは，全国で計3万8260件に「キモイ」，「うざい」などの書き込みが含まれた悪質サイトが見つかっており，攻撃の対象者には自殺者も出ていることにもふれる。

	クリエイティブな授業をするために
・ＰＣによるトラブルに関する具体的な事例・資料を集めておく。
・社会科，総合的な学習などにおける調べ学習時の指導との関連づけを行う。


	主題名
	真の友情
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)
	9
月

	資料名
	14　ホイッスル
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　互いに信頼し，学び合って友情を深め，男女仲よく協力し助け合おうとする態度を育てる。

	主題設定
の理由
	　相手のために無償で何かしてあげたい，困っていたら全力で助けたい，一緒にいるだけで心地よいと感じる，そんな相互の関係が「友情」である。だが本当は，相手が窮地に陥ったときにも自分だけは「味方」であるとの思いが友情の本質である。特に高学年では，第二次性徴期を迎え，異性間においても同様の「友情観」を抱くことが大切である。

　本資料は，なでしこジャパン・大儀見優季選手のロンドンオリンピックのエピソードについてまとめたものである。試合にかかわる努力や葛藤，キャプテン宮間あや選手とのかかわりを通し，子どもたちの人間関係をとらえ直し，信頼や友情等の育成を願いつつ，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①P.48の写真を見て感想を発表する。

　○この写真の選手はどのような人たちでしょう。 

②資料「ホイッスル」を読んで話し合う。

　○大儀見選手は，ワールドカップではなぜ孤立しがちだったのでしょう。
　○宮間のキャプテンシーは大儀見をどのように変えたのでしょう。

　
◎大儀見の銀メダルにはどのような重みがあるのでしょう。

○P.49の写真には，なでしこジャパンの何が映っているのでしょう。ノートにまとめてみましょう。

③これからの自分を考える。

　○真の友情をつくるためにはどのようにしたらよいでしょう。

④教師の説話を聞く。
	・ロンドン五輪決勝戦終了直後の一コマ。左端がFW大儀見，中央がMFキャプテン宮間，右端はFW丸山。宮間は号泣し，大儀見がしっかり抱きしめていた。汗と涙で光っていた選手たちは，力を出し切り銀メダルを勝ち取る。

・大儀見優季選手の実績などを簡単におさえることも必要である。

・ワールドカップ時代の大儀見(永里)の選手としての技術や葛藤などを補足するのもよい。が，児童の発達段階等も考慮し，プライバシーの観点からも配慮することもままあろう。

・宮間のキャプテンシーについては，なでしこメンバーからも個人的に助けられたとの声が多々寄せられている。素晴らしいキャプテンである。

・中には金メダルが一番との見方もあろうが，勝負の厳しさ，メダルの価値や重さなどについて指導することが必要である。軽々しく扱ってはならない。

・なでしこジャパンのどの選手も心の底からの笑顔であり，多くの艱難辛苦を超えたものだけが実感する喜びの映像である。苦しみ，悩み，疲労，怪我，加えて人間的弱さや嫉妬などもあっただろうが，それを超越した証左である。

・人間関係を高め，信頼し友情を深めるためには，何かその契機が必要である。ここでは試合という戦いの場を取りあげたが，子どもの学校生活の中では多様な事例が挙げられよう。ただ，個人的に問題を抱えた子どもには十分配慮し，教育相談的な援助もしなければならない。

・今までの自分を振り返り，自分を見つめることで価値を自覚させるとともに，教師の経験に基づいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・教育相談週間等を活用し，人間関係を深めるための個別指導をきめ細やかに実践することが大切である。何も問題がないと思われる子どもでも，「ジョハリの窓」と同様のケースもあるので慎重に対応すべきである。

・東京五輪2020年開催を踏まえ，アスリート達の活躍と共に児童も何ができるかの話合いの時間を構成する。


	主題名
	夢と向上心
	内容項目
	向上心，個性の伸長　1－(6)
	9月

	資料名
	15　少年の日のゆめ 
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　自分の特長を知って，悪いところを改め，よいところを積極的にのばそうとする態度を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　自分をよく知ろうとすると，自分の長所や短所が目についてくる。しかし，長所は短所にもなりうる。そこで，自分の特長を知ることが重要な意味をもってくる。そして，自分の中にある，よくなろうとする心のはたらきに気づき，それを援助していくことが大切となる。

　個性は，外からの刺激を受け，自らが形成するものと考えたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①地図の歴史，現在の作り方などについて事前に調べ，発表する。

②資料「少年の日のゆめ」を読んで話し合う。

　○三治郎少年は，どんな少年だったでしょう。

　○三治郎少年の長所は，何でしょう。

　○三治郎少年には，どんな苦労がありましたか。

　○地図作りのためには，当時，どのような学問が必要だったのでしょう。

　◎55歳を過ぎてから，なぜ伊能忠敬は日本全国を歩いたのでしょう。

③「少年の日のゆめ」とは，どのようなことだったのかを考える。

④身近に向上心をもち続けている人を考え，体験を説話にして聞かせる。
	・現在使われている地図と，忠敬が作成した地図とを見比べて，資材に恵まれなかった当時としては，驚くべき正確さであったことを気づかせる。

・長文なので，その取り扱いに工夫を加える。

・伊能忠敬の特徴や人柄をおさえる。

・子どもたちの自由な発想をそのまま取り上げ，授業の中で深めるようにする。

・養子にいくことを承知し，その後30年間も伊能家に仕え，そして，それでも少年の日の夢に生きる忠敬の生き方にふれさせる。単なるあきらめではなく，周囲の人々に対する誠意に注目させたい。また，決して夢を捨て去っていたわけではないことにも気づかせたい。

・村人のために力を尽くした誠実さと責任感，仕事に対する情熱が忠敬の言動を支えていた。これを根底に，忠敬は自分の力を信じ，どんな困難に遭っても夢を捨てず，一生を通じて自己を実現しようとした。また，それを支える人に対する誠実さ，忍耐心，希望などを確認しておきたい。
・身近な親しみをもてる人物で，自分にもできそうな話とする。

・忠敬と比べて，子どもたちにも可能な世界を示したい。

	クリエイティブな授業をするために
・和算について，グループごとに調べ活動をする。
・学問を実学に生かそうとしたきっかけを，みんなで話し合ってみる。


	主題名
	世界の人たちと心をつなごう
	内容項目
	国際理解と親善　4－(8)
	9月

	資料名
	16　この空の下で
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　国際社会に生きる一員である日本人としての自覚を深め，世界の平和と人類の幸せに寄与しようとする心情を培う。

	主題設定

の理由
	　今，世界には内戦や自然災害のために支援を必要としている人々が数多く存在している。情報化が進み交通手段も発達した現代の社会。その中で，これらの支援を必要としている国の人々の問題は，決してわたしたちと無関係なことではない。そこで，これからの国際化社会を生きる子どもたちに，同じ地球に住む仲間として，互いに助け合い，支え合っていこうとする気持ちを培っていきたいと考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①国際協力活動について調べたことをもとに，感じたことを発表し合う。

②資料「この空の下で」を読み，浩子の気づいたことについて話し合う。

○ハイチの人々のことを知った浩子はどんなことを考えたでしょう。

○高岡さんと山田カリンさんの話を聞いて，浩子はどんなことに気づいたでしょう。

◎「この空は……。」とつぶやいた浩子はどのようなことを考えているのでしょう。

③自分たちにできる国際協力活動と，活動に取り組むときに必要な見方・考え方について話し合う。
	・あらかじめ地域で行われている国際協力活動について調べておく。

・ともすると同情的な立場から国際協力に取り組みがちな自分たちの姿と重ね合わせながら，考えるようにする。

・高岡さんと山田カリンさんの話をもとに，ねらいとする価値をつかめるようにする。

・「この空は……。」の「……」に続く言葉を考えさせることにより，外国の人も自分たちも同じ地球に住む仲間であることをとらえるようにする。また，それを通して，国際協力を自分たちにとって身近なものとしてとらえられるようにする。

・単に自分たちにできることを考えるだけでなく，そのときに必要な見方・考え方についても話し合う。そうすることで，本時でとらえた価値に照らして自分自身のあり方を振り返るとともに，実践に向けての意欲をもてるようにしたい。

	クリエイティブな授業をするために
・国際協力活動に取り組んでいる人の話を聞く。
・事前に新聞記事やインターネットなどを通して取材しておく。


	主題名
	節度と節制の心
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)
	9月

	資料名
	17　ひとみのこづかい
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年　　　　　　
	

	ねらい
	　生活を振り返り，節度を守り節制に心がけようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　節度・節制とは，本能的・衝動的な欲望や欲求を自分の力で抑制し，中庸を保つように自己規制することである。そのためには，理性的な判断力と強い意志を必要とする。

　高学年の子どもにおいては，特に，生活を振り返って自己を見つめ，自らの判断で自己抑制する力の育成を図りたいものである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①節度ある生活態度の大事さについて話し合う。
②資料「ひとみのこづかい」を読んで話し合う。

　○ひとみは，どうしてお小遣いがほしくなったのでしょう。

　○なぜ，お母さんはお金をくれなかったのでしょう。

　○どうして，お父さんにお小遣いをもらおうとしたのでしょう。

　◎お父さんの働いている姿に接したひとみは，どんな気持ちだったでしょう。

③お父さんに，「何でもないの……。」と言ったひとみの気持ちを考える。

　○ひとみは，どうして自分の要求が言えなかったのでしょう。

④お金や時間は何によって大切なのか，その根拠を検討する。
	・つい度を過ごしてしまう現状を認めつつ，どうにかしよう　とする気持ちを引きだす。

・父親や母親のいない子どもなど，学級の家庭状況を十分に考慮する。
・わがままな自分の欲求が満たされないとき，その不満が自分の外側に向けてぶつけられることをおさえる。

・自分自身の生活の場で，同様なことがあったかどうかを考えさせる。

・無駄遣いを許さない，ひとみをそんな子にしたくない，母のひとみへの愛を感じ取らせる。

・手にかんなを持ち，首から背中にかけて汗と木くずにまみれ，もくもくと仕事に打ち込む父の姿を読み取らせる。

・お父さんの働く姿がすばらしい，とだけ答える子どもに対し，そのような姿にふれて，ひとみはどのように気持ちを変化させたかを考えさせる。　

・優しい目でひとみを見ている父の心を感じ取らせる。

・ひとみ自身が，自分の弱さ，醜さに気づいていく素直さをもっていることをとらえさせる。
・お金や時間を大切にする本当の意味，無駄づかいをしないこと，その価値を自覚して使うことをおさえる。

	クリエイティブな授業をするために
・学級活動などを活用し，お小遣いについて考え，話し合ってみる。
・お金はいくらあったらいいのか，予算計画書を作成してみる。


	主題名
	正しい心
	内容項目
	公正・公平，正義　4－(2)
	10月

	資料名
	18　ヒューマン・ライツ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　だれに対しても差別することや偏見をもつことなく公正・公平にし，正義の実現に努めようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　社会に正義が実現しなくなってしまったら，その社会の将来の発展は望めない。健全な社会であるためには，正義が実現する場であることが大切である。特に，民主主義の社会では，国民一人ひとりに基本的な人権が認められている。必ずしもすべての国民に基本的な人権が保障され，実現されているわけではない。また，そのための社会正義も，十分であるとは言い切れない。今こそ子どもたちにいじめのない社会を作りだす意欲を育てなければならない。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①最近のいじめの事例について，先生

　からの話を聞く。
②資料「ヒューマン・ライツ」を読んで話し合う。

　○転入生のよしのさんは，どんな人物でしょうか。

○あおいさんは，どんな人でしょう。

○つくえの中身がゆかに散らばっていたときの，よしのさんの心の中はどんなだったでしょうか。

　

　◎先生のヒューマン・ライツとたくみ君の発言をどう思いますか。

　○あおいさんは何と発言したのでしょう。
③この話の続きを考えて，その様子をノートにまとめてみましょう。

④先生の説話を聞く。
	・深刻ないじめは，ときとして人間の命さえも奪ってしまうものであることをおさえる。

・言葉によるいじめは，すべてのいじめの出発点である。

・クラスでは女子グループができていたことをおさえる。

・女子の雰囲気のあやしさ。

・いじめ問題はこれこれといったはっきりしたことよりも，見えない雰囲気がポイントとなっていることが多い。

・無口になり，耐えているよしのさんの心を想像する。

・はっきりした味方がいなかったことも問題を深刻にした。

・今まで行動しなかったが，男子のたくみくんが発言し，論争になったことを重視する。

・先生の児童の権利についての発言も重い。

・たくみ君の心の奥にあるいじめを許さない正義感に共感させる。

・あおいさんの発言の裏読みによって，ストーリー展開できる。学級が明るいものであり，6年生に向かって希望が持てるクラスにする必要を考える。



	クリエイティブな授業をするために
・人権デーにかかわる作文・ポスターなどを活用するとよい。
・児童の権利条約などを活用し，いじめ根絶の大きな流れをつくる。


	主題名
	謙虚な心
	内容項目
	寛容・謙虚　2－(4)
	10月

	資料名
	19　ひよこの話（1）
	出　　典
	戸田唯巳作「ヒヨコの話」より。　　　5年
	

	ねらい
	　謙虚な心をもち，広い心で自分と異なる意見や立場を大切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　謙虚さや寛容さは，自分の立場や考えを大切にしながらも相手の立場や気持ちを尊重し，自分なりに受け入れることである。

　この期の子どもは，物事に対する自分なりの考えをもったり，自分と異なる考えや立場をも受け入れたりするようになってくるが，ときには自分の都合のみにとらわれてわがままを通そうとしたり，他人の過ちを責めるような態度をとることがある。広い心で相手に接していくことの大切さに気づかせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①ひよこを飼った経験を聞く。

　○ひよこを飼ったことはありますか。どんな気持ちになりましたか。

②資料「ひよこの話」を読んで話し合う。

　○「何羽いるのかな。」から出発した単純なできごとが，どうしてこんなことになったのでしょう。　

　◎なぜ，「ぼくじゃない！」とうそをついてしまったのでしょう。

　○ぼくが，二度とあんないたずらはしまいと思ったのは，なぜでしょう。

③おばあさんの優しさに耐えられなかったわたしの心に注目する。

　○ぼくが，正直に言わずにいられなくなったのは，なぜでしょう。

④「寛容」の本質について考え，まとめる。

　○友達の過ちを許してあげたことはありますか。それは，どんな気持ちからですか。
	・体験を想起させ，資料への方向づけを図る。

・状況に引きずられてしまう人間の心の弱さに気づかせる。

・ぼくの心の弱さについて考えさせる。

・主人公の視点だけではなく，おばあさんの立場からも考えさせる。

・おばあさんの優しい態度にふれ，変容したぼくの気持ちを考えさせる。

・迎合やへつらいではなく，相手のことを考えた優しい気持ちでの寛容について気づかせる。 

	クリエイティブな授業をするために
・toleranceの意味と，日本語の寛容についての違いを話し合ってみる。
・このおばあさんのことと同じような体験があったら，話をしてもらう。


	主題名
	誠実な心とは
	内容項目
	正直・誠実，明朗　1－(4)
	10
月

	資料名
	19　ひよこの話（2）
	出　　典
	戸田唯巳作「ヒヨコの話」より。　　　5年
	

	ねらい
	　過ちを犯したときには素直に反省し，誠実に明るく生活しようとする心情を育てる。

	主題設定
の理由
	　自分に対し誠実に生きることは，自分だけでなく周りの人たちにとっても気持ちのよいものである。しかし，私利私欲を捨て，正直な心で人や物事に対することはそう簡単なことではない。そんな人間の弱さを乗り越え，自分の過ちは素直に改めながら誠実に生きようとする心情を育てることは，自分の向上のため，そして，周りの人間との好ましい関係を築くためにも大切なことである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①自分の過ちを隠したり，正直に謝ることができなかったりした経験を発表する。
　
②資料「ひよこの話」を読んで，話し合う。
○ひよこを逃がしてしまい，自分もその場から逃げてしまったときの主人公は，どんな気持ちだったのだろう。
　○なぜ，「ぼくじゃない！」と嘘をついてしまったのだろう。
○嘘をついたとき，「はずかしい」と思ったのはなぜだろう。
◎正直に謝るまでの間，ぼくは何に「たえられなくなった」のだろう。
　○おばあさんの優しさにふれ涙を流したときのぼくの気持ちを考えよう。
③正直に話した後，主人公の行動や気持ちはどう変わったかを想像する。
（自由に討論する。）
　　
④これまでの自分の生活を振り返り，これからの自分の生き方を考える。
⑤誠実な行動によって，すがすがしい思いになった教師の体験談を聞く。
	・過去の過ちを告白する時間にならないように注意したい。事前アンケートの結果を活用したり，教師の体験談を話したりしてもよい。
・後々のことは考えずに行動してしまう浅はかさ，不誠実さに焦点を当てる。
・自分さえよければよいと考える心の弱さに気づかせたい。
・ぼくにはまだ自分の不誠実さに耐えられないという良心があることに気づかせたい。
・自分の情けなさ，ふがいなさを悔やんでいることを考えさせたい。
・正直に，誠実に生きることが，明るく前向きな人生を切り開いていくことを想像させたい。
・過去の過ちよりも，正直に，誠実にふるまって気持ちのよかった経験を中心に振り返らせ，今後の生き方に生かさせたい。

	クリエイティブな授業をするために
・正直で誠実な生き方をした偉人について調べ，発表する。
・帰りの会で，正直・誠実な行いを互いに称賛する。


	主題名
	だれに対しても
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)
	10月

	資料名
	20　キャンプでのできごと
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　だれに対しても思いやりの心をもち，相手の立場に立って親切にしようとする意欲を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　思いやりが大切なことはみんな知っている。しかし，面識のない人に対しては，どうでもいいと思ってしまうきらいがある。電車の中でも平気で化粧をしてしまう。周りは知らない人なので，相手が不快に思っても気にもとめない。嫌いな人に対しても同様の行動をするケースが多い。結局，「思いやりが大切」というのは，自分の仲間を前提に考えているのではないだろうか。「みんながそう言っている」の「みんな」も仲間のことであり，「命は地球より重い」は，仲間の命である。知らない人や嫌いな人は「みんな｣の中に入らない。この悪しき仲間意識を是正し，「だれに対しても」にするため，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①キャンプの体験を発表する。

○5年生のキャンプや子ども会などの体験を発表する。

②資料「キャンプでのできごと」を読んで話し合う。

○ひとみの，「四人にしてもらおうよ。」をどう思いますか。

○アユが加わったことをどう思いますか。

○帰りのバス座席をどう思いますか。

○「ま，いいか」とそのまま見過ごしたことをどう思いますか。

◎アユが走り去ったのを見て，「わたし」の心の中に起こったことは何でしょうか。

③形だけの仲よし，ある場面だけの仲間関係を防ぐためには，どうすればいいか考える。

④本当の思いやりとはどういうことかまとめる。
	・楽しい夏の思い出に，キャンプ体験があろう。大抵は学校の仲間で行くことが多いが，一人ぼっちで参加できるのだろうか。アユはまさにそれを実行している。

・キャンプという別世界に来ても，四人グループを「うれしい」としている。

・キャンプの目的の一つに，さまざまな体験をうたっていることが予想できる。新しい仲間との交流もその一つであろう。

・アユはなぜ一人で参加しているのかをとらえる。

・当然と考えるものもいるが，狭い仲間内の行動は他の迷惑になっている。一人で参加した人のことも考えるのが思いやりにつながる。

・ついそうしがちだが，目をつむって知らんぷりをしたことと同じである。

・アユの傷ついた姿が出ている。そうさせない優しさや配慮が必要だった。

・小さなことも見過ごさない態度。

・知らない人や嫌いな人も含めて「配慮する心」が大切。

	クリエイティブな授業をするために
・グループでの話し合いのときには，本時で学んだことを実践に移す。
・授業で考えを深めたことをもとに，自分の行動を常に振り返ってみる。


	主題名
	勤労の厳しさ
	内容項目
	勤労，社会への奉仕　4－(4)　　　　　　
	10月

	資料名
	21　列車事故で　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　役割を自覚し，社会のために働こうとする心情を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　働くことは，生きるための糧を得るためのものであると同時に，人々の支え合いによって成り立つ社会の根幹を支えるものである。
　この期の子どもたちは，だんだんと将来のことについても夢を思い描くようになってくる。そのなかで，単に自分や家族のために働くことだけでなく，公共のために尽くすことが私たちの生きる社会を支えているということに気づかせていきたいと考え，本主題を設定した。　

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①風のとても強い日に，何か不安に思った体験を発表する。

　○風の音やひどい吹雪のときに，何か不安を感じたことはありますか。

②資料「列車事故で」を読んで話し合　う。

　○先生よりJR羽越線脱線転覆事故の様子を聞く。

　○新潟県見附市消防本部の消防士・三本健志さんの人柄などを聞く。

　○あなたが三本さんだったらどうしたでしょう。

　◎なぜ，「特別のことではない」と三本さんは言えたのでしょうか。

　○三本さんはどのような気持ちで救助活動のインストラクターをしているのだと思いますか。

③三本消防士の仕事を支えているのは何か，ワークシートにまとめる。
④教師の説話を聞く。
	・風の音の不安な気持ちを想起させ，風の効果音や録音などを流してもよい。

・JR羽越線脱線転覆事故の概要をまとめておく。

・新潟県見附市消防本部の消防士・三本健志さんの人柄をまとめておく。

・地獄絵図のような惨状や自らも頭部にけがをしていることをおさえる。

・携帯で上司に連絡し，業務命令を受けて励まされたことにより，消防士魂が湧き上がってきたこともおさえる。

・「だれでも同じことをした」という勤労観・職業観。休みの日のボランティア活動もまた，その職業観から出ている。
・三本さんのほかにも救助活動をした人がいる。JR東日本新潟支社の社員が，自らが腰や背骨に全治数か月にもなる重傷を負いながらも救助活動を行っていたことも報告されている。またこの事故では，山形県酒田市の山形県立日本海病院の対処が早く多くの人が救われたことも知らせておきたい。

	クリエイティブな授業をするために
・身近な働く人たちの職業観を調べることによって，キャリア教育につなげていく。
・第5学年社会科で学ぶ，いろいろな産業で働く人々の思いや願いとの関連づけ。


	主題名
	生命を慈しむ
	内容項目
	生命尊重　3－(1)
	11月

	資料名
	22　生きる
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　生命がかけがえのないものであることを知り，自他の生命を尊重しようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　かけがえのない生命の意味を理解させ，生命に対する畏敬の念と主体性のある人間性を育成することは，道徳教育の中核であり，最も重視しなくてはならないことである。しかし，「生命のすばらしさ，かけがえのなさ」を実感している子どもは，どれほどいるであろうか。

　毎日なにげなく通り過ぎていく日常の中に，生きている喜びを見いだし，よりよい未来を築いていく子どもを育てていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①生きていると実感したときの体験を発表する。

　○自分が「生きているなあ」と感じるときはどんなときですか。

②資料「生きる」を読んで話し合う。

　○「連」ごとの感動をグループごとに話し合ってみましょう。

　◎生きるということは，どういうことなのでしょう。

③毎日の生活のできごとを，生きることと結びつけたのはなぜか考える。

　○毎日の生活のできごとを，「ぼく」は，なぜ生きることと結びつけて考えたのでしょう。
④もう一度，生きる実感をしたときの事例をノートにまとめる。

　○この学習を通して，日常生活の中で「生きている」と感じるときはどんなときですか。
	・感じたままを素直に発表させる。　

・感動したわけも話し合うようにうながす。　

・生きるということの意味について考えさせる。充実感，満足感などを伴ったものであることに気づかせる。

・体験を通して生きることを実感しているぼくの考え方や感じ方を考えさせる。
・作者の気持ちや考えを自己の体験と重ね合わせて，自己を見つめさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・命の意味について調べ，話し合ってみる。
・愛するもののために何ができるかについて考え，話し合ってみる。


	主題名
	きまりを守る
	内容項目
	公徳心・規則の尊重　4－(1)
	11
月

	資料名
	23　図書館はだれのもの
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　公徳心をもって法やきまりを守り，自他の権利を大切にし，進んで義務を果たそうとする心情を育てる。　

	主題設定
の理由
	　この内容は「遵法の精神」を高めることである。だがこの場合の遵法は，刑法・刑事訴訟法のみならず憲法・民法・商法等にも適用される。一般には，民法や商法はケースが複雑で，悪く考えれば法の抜け道も少なくない。権利・義務についても権利は義務の対価であり，『権利行使には義務が伴う』と平気で間違った法解釈をする者も多い。育児休暇取得等を考えれば問題が見えてくる。しかし道徳的価値論ではそれが罷り通っていることが事態を難解にしていよう。

　本資料は，図書館利用を巡っての権利・義務の道徳価値論的事例であり，道徳指導理念からの義務と権利の葛藤事例である。遵法精神の育成を願いつつ，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①図書館等公共施設の利用の在り方について発表する。

　○公立図書館の利用についてはどのような決まりがあるでしょう。

②資料「図書館はだれのもの」を読んで話し合う。

　○町立図書館内で，仲間同士で話し合うことはどう感じますか。

　○話し合いが盛り上がり，声が大きくなったことをどう思いますか。
　◎大学生からクレームをつけられたことに対し，みちおが「権利」を主張しだしたことをどう思いますか。

○すっきりしない主人公に，手紙を書いてみましょう。

③教師の説話を聞く。
	・公立図書館には，一般に図書館管理規定等に基づく「図書館利用規定」があり，その利用等に関する必要事項を定めている。その中の「利用者の遵守事項」として『館内においては静粛にし，他人に迷惑を掛けないこと。』が明文化されている。さらに『この規定に定めるほか，必要な事項は，館長が別に定める。』として，特別権力関係を是認するケースが多く見られる。

・調べものをするのは利用の仕方として構わないが，話し合いをすることは本来の利用からやや外れている。図書館は個人の蔵書等の閲覧が基本であり，この事例では「閲覧室」以外の場所を確保する必要があろう。

・仲間同士でのことなので状況はわかるが，迷惑に感じた他の人の存在を配慮すべきである。だが，実際，子どもにとっては難しいことであろう。

・みちおたちにも図書館利用の権利はあるが，複数での話し合いや静粛にしなかったことで，図書館利用のきまりに抵触していることが予想できる。だが，館長が認めれば話し合いもできたはずなので，今回の利用については図書館側に，担任教師を通して許諾を得る等手続きが必要であったと類推できる。

・図書館利用についての無知を「権利」になぞって発言した愚行を指摘した子どもを評価する。

・公立施設等には関係法規・条例・規則等のきまりに基づき管理運営されているので，その基本を学ぶ努力が大切であり，そのことを通して「遵法精神」が高められていくことを，教師の経験に基づいて丁寧に説話することが大切である。

	クリエイティブな授業をするために
・学校は何をするところでだれのためのものかなどを学校教育法・施行規則等を通して子どもたちに考えさせる機会も必要である。子どもたちは日常当たり前になっている学校の設置者・管理者，学習内容・役割等々に全く無知であろう。

・我が国の主要六法(日本国憲法・民法・商法・刑法・民事訴訟法・刑事訴訟法)の概略等を調べる時間も大切である。


	主題名
	それぞれの文化を尊重しよう
	内容項目
	国際理解と親善　4－(8)
	11
月

	資料名
	24　世界の衣食住
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　外国の人々や文化を大切にする心をもち，日本人としての自覚をもって世界の人々と親善に努めようとする意欲を育てる。

	主題設定
の理由
	国際化社会が進展している今日，世界の人々の文化・風俗習慣を相互に理解することは極めて大切である。相手を思って食事を提供しても，イスラム社会の人々を豚肉でもてなすことはタブーである。夏の暑い日にエアコンを効かせた部屋での接待は，アフリカの原住民にとっては不快である。このように国や民族の違いを知り，その上で世界の人々との交流・親善に努めることが肝要である。特に東京五輪開催決定の今日，国際理解教育の一層の推進は急務である。

　本資料は，世界の食事風景や服装，住居写真を例示したものである。これらに基づき，諸外国の文化・風習の一端を話し合い，子どもの世界観を広げ，主体性のある日本人としての自覚の育成を願いつつ，本主題を設定した。　

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①外国に旅をした経験等に基づき，そのときの感想を発表する。

　○外国で生活した友達の話を聞きましょう。

②資料「世界の衣食住」の写真を見て話し合う。

　○「世界の食事」の写真を見て，どう思いましたか。

　○「世界の家」の写真を見て，どう思いましたか。

　◎どうしてこのような文化の違いが起こったのでしょう。

○世界の人々と仲良くする知恵は，どのようなものがありますか。ノートにまとめてみましょう。

③教師の説話を聞く。
	・学級に海外子女や外国での生活経験者がいれば感想などを発表させる。ただ，つまらぬトラブルなどに発展しないよう慎重に対応・留意する必要がある。
・海外教育視察経験者の教師に登場してもらうのも一方法である。

・年間降雨量ゼロ地域や年間平均気温が日本と違う地域，海抜四千メートル地域，水上生活地域など服装や文化・風習の違いの話も貴重である。

・各写真を拡大コピーして黒板に貼付してもよい。その際，全景を示すのでなく部分開示するのも一方法である。

・日本の箸のルーツは聖徳太子からとも言われ，当時は「折箸(ピンセット類似)」で，一方は人，片方は神が使い，人と神の神事であった。箸・端・橋も同起源の言葉で，異なる世界を繋ぐものとしての意味である。

・住まいもその地域特有の人々の文化を支えている。遊牧民のゲルなど面白い。

・ともすると人間は自分の育った文化こそが最高のものと考えがちだが，今日では「異文化理解」が相互の人々を対等に見る貴重な価値である。

・国際理解教育は人間尊重を基盤として，異文化理解の推進，世界連帯意識の形成を目指す教育であり，この三点をおさえて推進すべきである。つまり，文化の違いを超え，自国の主体性を保ちつつ，相互融和に努める必要がある。

・今までの自分及び我が国を振り返り，日本人としての誇りと主体性をもって価値を自覚するとともに，教師の経験に基づいて，他の国の人々との親善・協力の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・国際理解教育の推進・発展を願い，諸外国の人々との交流の場を深める。英語を含めた外国語教育も大切である。

・東京五輪・パラリンピック2020年開催を踏まえ，スポーツ振興のみならず今後の日本の国際化推進に向けて大きく変動することが予想される。「もてなしの心」や「レガシー」の意味をしっかりと児童に態度化させる教育が必要である。


	主題名
	役割を果たす心
	内容項目
	社会的役割と責任　4－(3)
	11月

	資料名
	25　馬番・吾作
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　身近な集団に進んで参加し，自分の役割を自覚し，協力して主体的に責任を果たそうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　人は，社会生活をする中で人となる。互いに支え合い，個々の役割や責任を果たすことによって人間らしい生き方ができよう。その役割や責任は，自分に誇りをもつことから生まれる。しかし，やるべきことが見つからず，無為に過ごしている若者も少なくない。

　この期の子どもは青年前期を迎え，エゴにとらわれやすい。そこで，広い心をもち，集団生活の価値を高める中で，一層役割意識を醸成するよう努めたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①自分の学校や身近な集団のよさを考え，どんな役割を担っているかを発表する。
②資料「馬番・吾作」を読んで話し合う。

　○侍の頼みを，吾作はなぜ断ったのでしょう。

◎侍の正体が殿様だとわかっても，それでも頼みを断ったのはなぜでしょう。

○もしも侍が乱暴をはたらいたとしたら，吾作はどうしたでしょう。想像してみましょう。

③「馬番・吾作」の名は，なぜ近隣の藩にまで鳴り響いたのか考える。

　○なぜ吾作は有名になったのでしょう。

○有名になっていなかったら，どうだったでしょう。

④学校生活で，誇りや責任をもったことがあるかを問い，もしなかったらなぜもてないか，あったらどんなふうにして獲得できたのか，考え合い，ノートにまとめる。
	・身近な集団のよさをとらえることが，この内容項目の指導にとって前提となる事柄である。役割意識の醸成が忌み嫌う集団での貢献であったならば，それは真の役割とは言えない。
・馬番の仕事中だったので，当然断った。お金やお礼では動かない不動の精神。

・どんなに身分の高い人からの依頼であっても，自分の仕事は馬番との自覚と誇りがあった。

・仕事意識とは，自分自身との約束である。守るためには集団への忠誠心や満足感が必要。

・素質もあったのだろうが，仕事への揺るぎない自信と誇　り。

・有名かどうかは本質的には関係ない。自己意識が重要。
・身近な集団を一人ひとりがどうしていくべきかを問う発問である。集団帰属意識が弱かったら，目的遂行意識は育たない。その所属集団が魅力あるものになるよう，教師も子どもも努力しなければならない。

	クリエイティブな授業をするために
・一つのことをこつこつと成し遂げた経験を話し合ってみる。
・今の自分にとって一番大切な役割について，話し合ってみる。


	主題名
	栄光を支えた力
	内容項目
	尊敬・感謝　2－(5)　　　　　　　　
	12月

	資料名
	26　悲願の金メダル
	出　　典
	山口　理　　　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	人々の助け合いにより生きていることに感謝する心情を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　感謝とは心に感じたことを言葉にだすことが原義であり，それがありがたいとの意味に転じられた。世の中は多くの善意や愛情で支えられ，今日までの歴史を築いてきた。その根本は，相手の立場を尊重することである。しかし日常生活では，この心が弛緩し，身近な人への配慮や尊敬がなえてしまいがちである。人間は一人では生きられない。人と人とのかかわりの源に，この感謝の気持ちを常に持ち続けることが大切である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①北京オリンピック・女子ソフトボールの試合を想起する。

　○ソフトボールの試合をおぼえていますか，だれが活躍しましたか。

②資料「悲願の金メダル」を読んで話し合う。

　○決勝戦で上野選手がピンチを乗り越えられたのはどうしてでしょう。そのときの上野選手の気持ちを考えてみましょう。

　

○「花畑ブルージェイズ」時代の様子はどうでしたか。

○体育の時間の事故のときの様子はどうでしたか。

　◎「球数の多さ」を支えたのは何だと思いますか。

③上野選手のがんばりを支えたのは何だったのか。

　○がんばりを支えたものはいったい何でしょう。想像しながらワークシートにまとめてみよう。

④先生の説話を聞く
	・北京オリンピックの新聞や写真，VTRなどを用意する。

・オリンピックの様子や活躍を表にまとめておくとよい。

・試合での心理面など子どもに発表させてもよい。

・中指の皮が破れていた。

・悔しくて悔しくて…それを乗り越えるには練習しかない。

・負けず嫌いの上野。

・順調なソフトボール人生。だが事故。

・「一人じゃない。みんなのおかげで自分がある。」を大切にする。

・318球のすごさ。

・みんなの支えとそれに対する感謝。

・上野由岐子選手の主なタイトル

　　・新人賞（投手部門）（2001年），

・最高殊勲選手賞（2002年・2003年・2005年），

・最多勝利投手賞（2003年・2004年・2007年），

・最優秀投手賞（2004年・2006年・2007年），

・ベストナイン(投手部門)(2004年・2006年・2007年)
・努力することの大切さだけではなく，助け合うことの意味を理解させる。

	クリエイティブな授業をするために
・クラスの仲間で，各種大会でがんばる選手の試合状況や感想などを集め，ミニ新聞活動に仕上げたりすると効果的である。


	主題名
	反省する心を求めて
	内容項目
	思慮反省　1－(1)
	12月

	資料名
	27　言葉をしゃべった犬
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　生活を振り返り，節度を守り節制に心がけようとする思慮深い態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　自我の発達が著しくなってくるこの時期の子どもは，自分の殻に閉じこもりやすい。

　今までは自分をさらけ出していた子が，急に自分を語らなくなってくる。内面の発達が著しく，複雑になってきて，自分について考える機会が多くなるからである。また，自分を見つめる目も確かになってくるので，見たくない自分にも気づいてくる。それらのことにも目をそむけず，しっかりと自己を見つめ，自分自身を高めていく態度に気づかせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①資料読みからの導入を工夫する。

○このお話には次の人が出てきます。

　

②資料「言葉をしゃべった犬」を教師が範読し，逐次，子どもの思考停滞場所で止まり，学習問題を設定する。

○けちで有名な金持ちが，マルティンの言うことを聞いたのはなぜでしょう。

◎なぜマルティンは，「犬が言葉をしゃべって，主人の悪口を言った。」と言ったのでしょう。

　○アゾールが池に投げ込まれたと聞いたとき，金持ちは何を考えていたのでしょう。

③奥の部屋に閉じこもった金持ちは，何を考えていたのか考える。

　○奥の部屋に閉じこもった金持ちは，何を考えたのでしょう。
④マルティンは，なぜ姿を消したのかをノートにまとめる。

　○マルティンは，なぜ姿を消したのでしょう。
	・登場人物の似顔絵を提示し，紹介するようにする。

・犬にお金をかけ，自慢の種にしようとする心の貧しさに気づかせる。　

・自分のことしか見えない金持ちに，何とか自分に気づいてほしいというマルティンの思いに気づかせる。

・マルティンの言葉を聞いて，初めて自己を見つめようとする金持ちの心の動きに気づかせる。

・マルティンの言葉を通して，自分が人にどう見られているかを知り，自分に正対した金持ちの気持ちを考えさせる。
・主人のことを思うマルティンの思いを考えさせる。



	クリエイティブな授業をするために
・反省するきっかけについて考え，話し合う。
・チェコの音楽や歴史について，話し合う。


	主題名
	聖なる心
	内容項目
	敬けん　3－(3)
	1月

	資料名
	28　一つの願い
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　美しいものに感動する心や，人間の力を超えたものに畏敬の念をもとうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　わたしたちが生活している社会では，大人といわず子どもといわず，時間に追われる忙しい毎日を送っている。そのため，心のゆとりを失い，美しいものを美しいと感じたり，尊いものを尊いと素直に感じる心の余裕さえなくしかけている。真善美聖という価値に，自らが気づき，感動し，尊重してこそ，人は自らの在り方や生き方を真剣にとらえようとするものである。美しいものや崇高なものに素直にこたえる豊かな心を養いたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①人間の力を超えたものへの畏敬の念の事例を教師が説話する。

　

②資料「一つの願い」を読んで話し合う。

　○何でもかなう指輪を，二人はいつ使おうと考えていたのでしょう。

　○なぜ，二人は指輪を使わなかったのでしょう。

　◎おじいさんが亡くなったとき，おばあさんがひつぎの上に指輪を乗せたのはなぜでしょう。

③その二人にとって，指輪の存在価値は何であったか，話し合う。

　○二人にとって，指輪はどんな意味があるものだったのでしょう。

④夫婦の美しい心について，みんなで考え，話し合う。

　○この物語の夫婦の姿から，どんなことを考えましたか。
	・あまり多くふれず，簡単に紹介する。

・宗教的に偏らないように心がける。

・つつましい生活の中でのささやかな夫婦の願いに気づかせる。

・困った人を助けてあげる，必要なときまでという夫婦の無欲な気持ちを考えさせる。

・指輪に頼らなくても，人生を精いっぱい幸福に生きた安らぎの気持ちに気づかせる。

・指輪の存在価値を考えることにより，幸福はほかから与えられるものではなく，自分から築いていくものだということに気づかせる。
・行為だけではなく，自らの努力を怠らずに幸せな生活を送った夫婦の気持ちにも目を向けさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・もっとも大切なものを考え，それをそっとしておく気持ちについて話し合ってみる。
・美しいものはなぜ美しいのか，話し合ってみる。


	主題名
	真の自由とは
	内容項目
	自由・規律　1－(3)
	1
月

	資料名
	29　今度こそ！
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　自由を大切にし，自律的で責任のある行動をしようとする態度を育てる。

	主題設定
の理由
	　「自由」は仏教用語『自らに由る』であり，独立自尊の価値に基づく語である。一方「freedom」「liberty」も，多少意味は異なるが，ほかから拘束・支配されず自身の本性に従うことを指す。したがって「自由」は欧米では何よりも重い権利であり，市民思想を生みだす原動力となった。だが日本では，「どうぞご自由に」と言われると何をしていいか迷う者も見られる。他者の自由と自己の自由が相反するときの調整等は，児童にとっては案外難しいことであろう。

　本資料は，休み時間の過ごし方の「自由」を巡っての例話である。学校の休み時間の意味を深める機会でもあり，子どもに「自由」「自律と責任」の育成を願いつつ，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①自由時間の使い方等について発表する。

　○自由な時間ができたとしたら，あなたは何がしたいですか。

②資料「今度こそ！」を読んで話し合う。

　○休み時間は，どう過ごせばいいのでしょう。

　○主人公が最初の全校集会で失敗したのはなぜでしょう。
　◎二度目の集会で大成功したのはなぜでしょう。
○最初の休み時間の「自由」と集会を成功させた後の休み時間の「自由」とは，何か意味が違っていますか。ノートにまとめてみましょう。

③これからの自分を考える。

　○真の自由を得るためにはどのようにしたらよいでしょう。

④教師の説話を聞く。
	・「自由の女神像」は足もとにちぎれた鎖と足かせがあり，それを踏みつけ全ての弾圧・抑圧からの解放と人類の平等を象徴している。「自由」を考えるきっかけにしたい。女神の王冠には7つの突起(スポーク)があり，世界の七つの海と七つの大陸をシンボル化している。

・休み時間は，授業準備や教室移動，用便等に費やされるが，明確化されていない学校も少なくない。また，前時学習を区切る精神的開放時間としての機能も重要である。労働基準法では休憩時間の自由は保障されている。

・細部の打ち合わせや調整がうまく出来ず，司会者として甘さがあった。

・再度の挑戦はなかなかである。「今度こそ！」に意欲が現れている。

・懸命な準備，イメージトレーニング，タイミングの練習など本番を想定しての緻密な取り組みが功を奏したのであろう。

・最初の「自由」がもやもやした気持ちにさせ，次の集会での清々しい気持ちが新しい「自由」をもたらせていることに注目。『資料の裏読み』になるが，「勝手気儘」と「自律と責任」とで「自由」の差異があったのだろう。

・自己を見つめ，真の自由を得るためには，本資料のような何かその契機が必要である。子どもの学校生活の中では多様な事例が考えられるので個別指導が適している。時には教育相談的な援助もしなければならない。

・今までの自分を振り返り，自分を見つめることで価値を自覚させるとともに，教師の経験に基づいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・委員会活動や係活動等を活用し，自由の価値を指導する個別指導をきめ細やかに実践することが大切である。

・フランス革命やイギリスの近代史等をネット情報等で調べ，大変な思いをして「自由」を獲得した人間の歴史の重みを知ることも大切である。


	主題名
	学校を愛する心
	内容項目
	愛校心　4－(6)
	2月

	資料名
	30　ルーツの重さ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　先生や学校の人々への敬愛を深め，みんなで協力し合い，よりよい校風をつくろうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　学校は，さまざまな発達をする子どもたちの学びの場であり，成長の場でもある。多感な時代に共同生活を送った者には，一種言いようのない懐かしさがある。しかし近年，そのよさに陰りがみえ，不登校や引きこもり現象も存在する。

　学校神話がいわば崩壊の危機に瀕している。教師は子どもにとって大人のモデル像を示している。教師自身が夢や希望をいだき，子どもとともに愛を創造していかねばならない。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①在留邦人の実態などをグループごとに調べ，発表する。
②資料「ルーツの重さ」を読んで話し合う。

　○川村万里子園長は，なぜ「言葉は単なるコミュニケーションの道具ではありません。」と言ったのでしょう。

○「日本の学校について不ゆかいなニュースが伝えられ，心配しています。」と言われたことで，恭平君はどんな気持ちになったでしょう。

　○もし，日本にいる人に，日本の学校のことを言われたとしたら，恭平君はどう感じたでしょう。　

③園長先生は，本当は何を言いたかったかを考える。

○園長先生は，日本の学校をどう思っているのでしょう。

　○園長先生の，「わたしたちは日けい人」という言葉の中に，どんな心があるのでしょう。想像してみましょう。

④自分の学校でやれることは何か，ノートにまとめる。
	・海外在留邦人は約108万人，そのうち就学児童数は約6万人。在外教育施設（日本人学校，補習授業校，私立在外教育施設）は，合わせて世界50ヵ国余りに，約300校設置されている。さらに二世，三世を含めると，かなりの数の海外在留邦人，日系人が日本国内の学校を注視している。（データは，文部科学省，外務省，2007年調べ）
・日本に対し，特別の思い入れがあったことに気づく。ポルトガル語や英語，スペイン語の会話とは異なる感覚がある。

・外国にいると余計に日本を客観的にとらえられ，気になる。学校に対する信念がある。

・日本で日本人に言われたとしても，あまり気にならない。　

・日本の学校に対しての思い入れの深さをおさえる。

・在留邦人になると日本が見えてくる。海外から眺めた日本の学校はどのように見えるか，子どもに深くとらえさせる。
・自分の学校でできることは何かを考えさせる。次の日から　でも実行にうつせるようなものを考えるよう促す。　

	クリエイティブな授業をするために
・ＪＩＣＡの活動などについて調べ，話し合ってみる。
・海外の日本人学校について調べ，話し合ってみる。


	主題名
	日本を愛する心
	内容項目
	愛国心　4－(7)
	2月

	資料名
	31　ことだま
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　郷土やわが国の文化と伝統を大切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛する心をもとうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　この期の子どもたちは，流行語や外国語にはいち早く反応し，また，それらの言葉をすばやく生活の中に取り入れてしまう。言葉の響きや，使うことのかっこよさといった表面的なものに関心の目が向けられてしまっているからである。そのため，言葉の乱れが問題となっている。単に，言葉遣いを注意するだけではなく，言葉一つひとつには託された願いがあり，今日まで引き継がれてきた経緯があることに気づかせていくことが必要である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①日本語の響きの美しさ，特徴について説話する。

　○子どもの身近にある「敬語」について話をする。

②資料「ことだま」を読んで話し合う。

　○縫おばあさんの名前について，どんな感じがしましたか。

　○おばあさんは，わたしにどんなことを伝えたかったのでしょう。

◎「ことだま」とは，何なのでしょう。

③先生は，何をわたしたちに訴えたかったのかを考える。

　○先生は，わたしたちにどんなことを考えてほしかったのでしょう。

④日本人と日本語について考えをまとめる。

○みなさんは，これからの日本人として，どのようなことに気をつけていったらよいでしょう。
	・一つの意味でも多くの言い方があること，気持ちを表現す　るために使うことなどをおさえる。

・おばあさんの名前にこめられた願いや思いに気づかせる。

・おばあさんの願いを考えさせ，日本の言葉を大切にしていってほしいという訴えに気づかせる。　

・昔の人々の言葉に注目させ，日本は言葉を大切にしてきた国であることに気づかせるようにする。

・日本の言葉に込められた文化や伝統的な価値に気づかせるようにする。

・これまでの自分たちの生活や言葉について見直し，今後の言葉づかいについて，自己のあり方を考えさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・外国の人々が日本にやってきたときに，どこに案内していったらよいか，話し合ってみる。
・日本について，どんなことを知りたいか，話し合ってみる。


	主題名
	家庭を愛する心
	内容項目
	家庭愛　4－(5)
	2月

	資料名
	32　お父さんの作戦勝ち
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　父母，祖父母を敬愛し，家族の幸せを求めて，進んで役に立とうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　高学年になった子どもにとって，家庭で家族の役に立つ視点に立つことは，成長のうえからも大切なことである。

　お父さんのほのぼのとした愛を受けつつ，お父さんのためになっていくぼくの心が尊い。この親子のほのぼのとした家庭愛を感じ取らせ，自らの家庭についても考えさせることが大切となる。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①親子で一緒に活動した体験を発表する。

②資料「お父さんの作戦勝ち」を読んで話し合う。

　○たけしが，「お父さん，いっしょに走って記録をとろうか。」と言い出したときの気持ちを考えてみましょう。

　

○「そうか。やるか。」と言ったお父さんは，どんな気持ちだったでしょう。

　◎「お父さんの作戦勝ち」とは，どんなことなのでしょう。

③たけしが「続けてやる」と言ったのは，どんな気持ちからか考える。

　○父親の問いかけに，たけしが，「…続けてやる。」と言ったのはなぜでしょう。

④家族の一員としてやるべきことの大切さを，ノートにまとめる。

	・父親だけにしぼらないで，親子関係について，聞いていく。

・事前調査などを通して，家族構成を十分に考慮した支援をしていく。

・お父さんのたけしを思う心の表れをおさえるとよい。

・お父さんに誘われたものの，気乗りしないたけしの気持ちに十分共感させ，人間の心の甘え，弱さについて気づかせるとともに，その心の底にある父親の愛情や信頼感にも着目させたい。

・自らを変えようとするたけしの姿勢を感じ取らせる。

・自転車に乗せて，ゆっくり走らせて，やる気にさせ，本当に自分で走って，そして，それを続けさせるお父さんの深い愛を感じ取らせる。

・父親の気持ちを考え，期待にこたえようと，自らの考えで走ろうと決めたたけしの気持ちを十分くみ取らせる。また，「たけしは，本当はがんばりやなんだな。」という父親の言葉の意味を考えさせる。
・互いに顔を見合わせて笑う，二人のほのぼのとした雰囲気に浸らせ，心の結びつきの大切さに気づかせる。

・ささいなことでも，家族としてやるべきことが家族のためになっていることをおさえさせる。　

	クリエイティブな授業をするために
・保護者会で本時を実施し，過程の大切さについて話し合ってみる。
・家族のために何ができるかについて考え，話し合ってみる。


	主題名
	　みんな地球の仲間たち
	内容項目
	国際理解と親善　4－(8)
	2月

	資料名
	33　村に「世界」がやってきた！
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　外国の文化を尊重することの大切さを理解し，外国の人に対してわけへだてなく接しようとする心情を培う。

	主題設定

の理由
	　外国との交流や，新聞・テレビなどのニュースを通して，外国の人々の生活や外国の文化はきわめて身近なものになってきている。しかし日常生活では，皮膚や髪の色の違いや，言葉の違い，生活の仕方の違いなどを面白がったり，冷やかしたりする傾向もまだ見られる。そこで，これからの国際化の進む社会を生きる子どもたちにとって，お互いの文化を尊重し，親善に努めようとする心情を培うことは大切であると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①外国の人たちに対して，差別的な感情をもってしまった体験について話し合う。

②資料「村に『世界』がやってきた！」を読み，中津江村の人々について話し合う。

○カメルーンの選手が遅れてきたとき，中津江村の人たちは，どんな気持ちだったでしょう。

○中津江村の人たちは，どんな気持ちでカメルーンの選手を迎える準備をしてきたのでしょう。

◎お年寄りが「あと四年は生きていないとね。」と言ったのはどんな気持ちからでしょう。

③外国の人たちに対する自分たちの接し方について振り返る。
	・差別的な感情をもってしまった体験だけでなく，その理由も話し合うようにする。そのような体験が少ない場合は，テレビ報道などで見る外国の人の印象から導入してもよい。

・カメルーンの選手の入国が遅れたことを通して，日本とカメルーンの文化の違いを感じ取れるようにする。

・「フランス料理の準備」や「花笠音頭」など，中津江村の人たちがカメルーンの選手のために行ったことをおさえたうえで，そのような心づくしの準備をした中津江村の人々の思いについて考えるようにする。

・お年寄りの言葉の中の「言葉が違っても，おたがいに通じ合えたんだ。」という言葉に着目し，言葉や文化が違っても同じ地球に住むものとして通じ合うことができるということをとらえるようにする。

・自分は今まで外国の人に「同じ地球に生きる仲間」という気持ちをもって接することができていたかという視点から，今の自分の見方・考え方を振り返る。

	クリエイティブな授業をするために
・外国の人とも分けへだてなく接することによって，友好的な関係を築くことができた説話を話す。
・直接外国の人とふれ合う機会がある場合には，今後のふれ合いの場を念頭において，説話を行ってもよい。


	主題名
	人の力の及ばぬもの
	内容項目
	敬虔　3－(3)
	3
月

	資料名
	34　せん人のおくりもの
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　美しいものに感動する心や人間の力を超えたものに対する畏敬の念をもとうとする心情を育てる。

	主題設定
の理由
	　この内容項目は，人間の有限性を超越した無限・絶対なるものへの注目を示している。つまり，人間存在の根源に目を向け，謙虚さや慎みをもって自然や美への畏れをもつことを道徳教育で重視したのである。I.カントは，美を「利害打算を超えた満足感」と定義したが，この満足感が道徳感情でそのものである。

　本資料は，親の叱責を受けた悲しみをいやす手段として，老人から二つの石を授かり，清水を与えるという寓話である。一方の石は変化したが他方は中々変化せず，父親の怒りの後に驚きの事象が見られた。子どもと親の人間関係をとらえ直し，超越現象に人間の力を超えたものが存在する。物語を通して「畏敬の念」を培うために，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①もさく少年の気持ちを発表する。

　○もさくは何を悲しんでいるのでしょう。
②資料「せん人のおくりもの」の範読を聞きながら，みんなで話し合う。

　○母は何を叱ったのでしょう。
　○父親と母親との叱られたわけは何だったのでしょう。
　◎石の中の「緑のふた葉」に気付いたもさくは，何を思ったのでしょう。

○P.122の「おまえにもわかる…」とは何のことだったのでしょう。ノートにまとめてみましょう。
③少年「もさく」の由来を考察する。

　○「もさく」はなぜもさくという名前がついたのでしょう。想像してみましょう。

④教師の説話を聞く。
	・寓話資料なので一般的導入は控え，早めに物語に感情移入させる。挿絵や「もさくの絵」を板書し，崖の傍で涙を流す姿やもさくが裸足で淋しく立ちつくす絵を見せただけで，資料の前提部分は子どもが理解するはずである。

・資料を少しだけ語っては子どもを見回し，発言したい子を発表させる。また続けて同じことを繰り返し，逐次順次的に資料開示を進める再現構成法に適した資料である。通常授業では資料の読後に発問する(帰り)が，再現構成法では資料読みと発問が同時なので，いわば「行きの道徳授業」である。

・子どもは『何で叱られた？』を模索する。また両親の叱責が異質と類推する。

　事前授業では，母は日常の約束違反等での叱責，父は人間的な大問題(卑怯な振る舞いなど)での叱責ととらえた子どもが少なくなかった。

・石中の双葉は「日々の一生懸命さが不思議な現象をもたらす」との暗示であろう。「人間の力を超えたもの」は懸命さ・必死さの贈りものでもあろう。

・本文中では「老人」だがタイトルでは「せん人」となっていることに注目。
・苦しんで苦しんで，模索する人間には，人間の力を超えた何かが起こることもある。ミラクルとはそのような事象であり，生き方の模索で「もさく」と命名されたことが想像できる。「畏敬の念」への覚醒のステップである。

・人間の思い上がりや奢りを捨てて，謙虚に自分を見つめることで価値を自覚させるとともに，教師の経験に基づいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・「人間の力を超えた事例」について話し合う機会をつくり，天体・気象現象・大自然の美，人間業とは思えない芸術など自然遺産や文化遺産等についてグループ調べ学習を行い，それらを通して人間の慎み，謙虚さを自覚することが大切である。

・国内や国外，さまざまな民族のミラクルなどをネット情報で調べる時間も大切である。


	主題名
	　気高きもの
	内容項目
	生命尊重　3－(1)
	3月

	資料名
	35　テート・ブリテンでの
しょうげき(1)
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　生命がかけがえのないものであることを知り，生命の尊厳を自覚し尊重しようとする意欲を育てる。

	主題設定

の理由
	　人間は気高きものを求め行動する。それが愛であったり超越者であったりする。しかしそれを探求できるのも，命が存在するからである。生命はlifeだが，同時にlifeは暮らしや生涯，一生でもある。したがって，命を単に健康安全・生物学的視点でとらえてはいけない。もちろん，事故や大病をして，生命尊重に目覚めることもある。しかし，毎日の生活を充実させ，意義あるものにすることのほうが大事と考える人が多数である。「ただ生きるのではなく，よく生きる」の先哲の言葉どおりである。生老病死を超えた境地にも，「生命尊重」は見いだせる。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①イギリスの文化について，グループ発表する。

②資料「テート・ブリテンでのしょうげき」を読んで，話し合う。

○ワッツに惹かれたわけは何だったのだろう。

◎「希望」は何を訴えているのだろうか。
③自分が題名をつけるとしたら何にするのか，考え合う。

④命を燃やし作品に仕上げたワッツのエネルギーの根拠を想像し，まとめる。


	・ロンドンなどの華やかなイメージもあるが，暗く憂鬱なゴーストの似合う土地柄でもある。

・庭園はすばらしいが，食べ物はだめとの意見もある。

・アーサー王伝説など文芸のオリジンとしての意味もある。

・「寓意画」は，愛・真実・信・死など形のないものを擬人化したり静物画で表現する西洋絵画の伝統的手法。

・視覚よりも聴覚を大切にしていることがわかる。多くの宗教者は，視覚を抑制することで悟りに達している。メディテーション（瞑想）は宗教の基本である。

・わからなくてもちろんだが，希望を象徴する輝く小さな星が描かれているのが読み取れる。

・じっと見つめさせて終わってもよい。

・本時では，教師が指導するという立場を捨て去り，子どもを知るという感覚が重要である。「先生は，この絵がどうしてもわからないので，みんなに教えてもらいたい」と，子どもに教えを請うような気持ちで話すことが望まれる。

	クリエイティブな授業をするために
・図工の時間を活用し，「希望」を模写したり，自分の希望に寓意画をまとめることも考えられる。図工専科教員の協力，T.T.もよい。
・日常生活の中で，自分の希望を意識させ，生命尊重に結びつける。


	主題名
	　闇の中の希望
	内容項目
	希望・勇気　1－(2)
	3月

	資料名
	35　テート・ブリテンでの
しょうげき(2)
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　5年
	

	ねらい
	　いかなる状況においても希望をもつことの大切さを知り，強い意志をもって困難や挫折にくじけず努力しようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　高学年になった子どもたちは，何らかの夢や希望を抱いている。それは同時に，夢と現実のギャップに気づき，困難や挫折に直面する時期でもあることを意味する。そこで大切なことは，どんな状況下においても困難を克服する希望を見失わず，果敢にそれを乗り越えようとする強い意志をもつことであろう。一種の「絵解き」とも言えるワッツの作品に込められた作者の思いにふれさせ，希望によってもたられる人間の強さに気づかせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「希望（ＨＯＰＥ）」を見て，感想を発表する。
②資料「テート・ブリテンでのしょうげ
き」を読んで話し合う。
○この絵には，何が描かれているだろう。
○なぜ，この絵のタイトルが「希望」なのだろうか。
　→自由に討論する。
③作者がこの絵を通して言いたかったことは何か。
　○ワッツは，この絵を通して何を表現　
　　したかったのだろう。

④ワッツの作品「希望」から学んだことをノートにまとめる。
⑤最後まで希望を捨てず，困難を乗り越えた逸話や体験談を聞く。


	・絵を見て感じたことを自由に述べさせる。
・できれば黒板に拡大図を掲示，またはプロジェクターで拡大投影したい。
※ワッツの「希望」は，「『絶望』と言うタイトルのほうがふさわしい」とすら批評された作品である。
・ワッツの絵と対比させるために，ターナーの絵を紹介してもよい。
・もし，この絵が楽しそうに竪琴を奏でる女性を表現していたらどうか。
・困難，苦しみ，挫折，そんな絶望の淵にあってこそ「希望」はその存在意義を増すことに気づかせたい。
・希望がある限り，決してあきらめない強い心が大切であることに気づかせたい。
・単に美術作品の鑑賞とならないよう，自分の経験やこれからの生き方にかかわらせてまとめさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・本文に登場するヘレン=ケラーの生涯について調べてみる。
・自分の希望（夢）と立ちはだかる壁，実現のために大切にしなければならないことなどについて話し合ってみる。


